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年末 一年始

交通事故にご注意!

何
か
と
忙
し
い
師
走
。
つ
い
気
が
せ
い
て
信
号
を
よ
く
見
ず
に
渡

っ
た
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
も
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
過

ぎ
た
り
し
が
ち
で
す
。

ま
た

、
年
末
年

始
は
お
酒
を
飲
む
機
会
が
増
え

ま
す
。
飲
酒

運

転
は
絶

対
に
や

め
ま
し

ょ
う
。
少

し
し
か
飲

ん
で
い

な
い
か
ら

、

も
う
さ
め
た
か
ら
大
丈
夫
と
い
う
油
断
も
禁
物
で
す
。

交
通
事
故
は
一
瞬
で
人
の
一
生
を
台
無
し
に
し
て
し
ま
う
も
の
。

し
っ
か
り
気
を
引
き
締
め
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

膸

安

全
課

登
3
6
6
・
７
３
４
１

、
松
戸
警

察
署

昔
瓸

・
０
１
１
０

、

松
戸
東
警
察
署

登
3
4
9
・
0
1
1
0

事

故

原

因

の

ト

ッ

プ

は

「

前

方

不

注
視

」

交

通
事

故

の
多

く

は
一
瞬

の
油
断

が
招
く
も
の
で
す
（
表
１
）
。
ま
た
歩

行
者

が
止

ま

っ
て
く

れ

る
は
ず

、
見

て

い
る

は
ず
と

い
う
見

込

み
運

転
も

事
故

の
原

因
と

な
り

ま
す

。

年
末
・

年
始
交
通
事
故
防
止
運
動

が
始
ま
り
ま
す

日
が
短
く
な
る
こ
れ
か
ら
の
季
節

は
、
夕
方
か
ら
夜
間
に
か
け
て
の
交交通事故は、一瞬で自分だけでなく多くの人を不幸にします

通
事
故
が
多
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
年
末
年
始
に
向
か
い
、
交

通
量
の
増
加
に
伴
弓
道
路
の
混
雑
に

加
え
、
飲
酒
の
機
会
が
多
く
な
る
こ

と
な
ど
に
よ
り
交
通
事
故
の
多
発
が

予
測
さ
れ
ま
す
（
表
２
）
。

1
2
月
1
0
日
窗
か
ら
１
月
３
日
丱
ま

で
「
酔

い
ま
せ
ん
　
酒
に
ス
リ
ル
に

ス
ピ
ー
ド
に
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
年

末
・
年
始
の
交
通
安
全
運
動
が
実
施

表1　市内で発生した車の事
故の主な原因（平成10 年）

区　分 件 数

前方不注視 4印 件

安全不確認 335 件

優先通行妨害 195件

一時不停止 1∠目件

動静不注視

徐行違反

信号無視

122件

90 件

89 件

その他 5ﾜ8 件

さ
れ
ま
す
。

一
人
ひ
と
り

が
交
通
ル
ー
ル
を

守
り
、
交
通
事
故
防
止
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

こ

ん
な

こ
と

に

気
を

つ

け
て

ド
ラ

イ

バ

ー
の

皆
さ

ん
へ

・
ヘ
ッ

ド
ラ
イ

ト
は
早

め
に
点

灯

・
ス
ピ

ー
ド

の
出

し
す

ぎ
に

注
意

・
シ

ー
ト

ベ
ル

ト
は
必

ず
着

用

・
子

ど

も

が
乗

る
と

き
は
チ

ャ
イ

ル

ド
シ

ー
ト

を
着

装

自

転
車

に

乗
っ

て

い

る
皆

さ
ん
へ

・
交
差

点
で

は
、
左

右

の
安
全
を

よ
ぐ

確
認

自分の身は自分で守る

という意識を持ってぺ

事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に

考

え

で
「
道

の
こ

と

」

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や
ガ
ー
ド
レ
。

－

ル
を
壊
さ
な
い

市

で

は

関

係
機

関

と

協
力

し

て

、

毎

月

、
道

路
上

の
危
険

を
回

避
す

る

た
め
の

「
道

路
パ
ト
ロ

ー
ル

」
、
商
品

陳
列

・
置
き
看
板

・
屋
台
な
ど

の
「
道

路
不
正

使
用

パ
ト
ロ

ー
ル
」
を
行

っ
て

い
ま
す

。
ま
た
毎

日

、
カ

ー

ブ
ミ

ラ

ー

・
標

識

・
ガ

ー
ド
レ
ー
ル

・
街

路

灯

な

ど

の
「

安

全

施

設

パ

ト

ロ

ー

ル

」
を

行

う

な

ど

、

道

路

の

維

持

・

保

全

に

努

め
て

い
ま
す

。

し

か
し

、

車
両

の
接

触

事

故

に

表
２
　
飲
酒
運
転
に
よ
る
、
県
内
の
死
亡
事

故
の
月
別
発
生
率
（
平
成
1
0年
）

月 発生率

1月 9.5％

2月 4.8％

3月 19.0％

4月 4.8％

5月 O％

6月 O％

ﾜ月 9.596
8月 9.5％

9月 9.596
10月 9.5％

11月 9.596
12月 14.3％

・
夜
間
は
必
ず
ラ
イ
ト
を
付
け
る

・
側
面
反
射
材
を
取
り
付
け
る

歩
行
者
の
皆
さ
ん
へ

・
交
差
点
を
渡
る
と
き
は
左
右
の
安

全
確
認
を

・
無
理
な
横
断
は
し
な
い

・
夜
間
は
目
立
つ
色
の
服
装
で

「松戸交通安全毋

の会」は 、交通事故

防止のキャン ペーン

や交通遺児への支援

を行っているボラン

ティアグ ループ で 、

現在約3,500 人 の お

母さんが会員として

活動しています。

交通安全母の会
会長･榎本栄子さん

会長の榎本栄子さんは、「毎月10 日

にはシートベルト着用啓発キャンペー

ンを行っていますが、意外と女性に着

用していない人が多いんです。自分の

身は自分で守るという意識を持ってき

ちんとシートベルトをしてほしいです

ね」と話していました。

よ
る
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
・
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
の
破
損
が
特
に
多
く
発
生
し
て
お

り
、
事
故
を
起
こ
し
た
車
両
の
判
明

に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

事
故

を
目
撃
し
た
と

き
は
、
ご

面
倒

で
す
が
、
そ

の
車
両

の
ナ
ン

バ
ー
等

を
控
え
て
市

道
路
維

持
課

ま
で
ご
連
絡
を
く
だ
さ
い
。

皆

さ
ん
の
共
有

財
産
で
あ
る
道

路
や
安
全
施
設
を
大

切
に
利

用
し

ま
し
ょ
う
。

問
道
路
維
持
課
公
3
6
6
・
7
3
5
8

違
法
駐
車
を
し
な
いさ
せ
な
い

違
法
駐
車
車
両
の
前
後
か
ら
の
横

断
に
よ
る
事
故

が
増
え

て
い
ま
す
。

ま
た

、
消

防
車
等

の
活

動
を
妨

げ

る

こ
と

に
も

な
り
ま

す

。
違
法

駐
車

は

や

め
ま
し

ょ
う

。

○

迷

惑

駐

車

や

道

路

の

車

庫

代

わ

り

使

用

他

人

の
家

の
前

へ

の
迷

惑
駐
車

が

増
え

て

い
ま
す

。
車

は
必

ず
車
庫

ま

た

は

駐

車
場

に

入

れ

て
く

だ

さ

い
。

道

路
は
駐

車
場

で
も

車

庫
で
も

あ
り

ま

せ

ん
。

○

青

空

駐

車

や

長

時

間

車

庫

厳
罰

の
対

象
と

な
り
ま

す

。
道
路

上

の
同

じ
場
所

に
十
二

時
間
以
上
（
夜

間

は

八
時
間

以
上
）

継

続
し

て
駐
車

す
る
と

、
二

十
万
円

以
下

の
罰

金

が

科

せ

ら
れ
ま

す

。

崑

松
戸

警

察

署

公

沺

・
０
１

１

０

、

松

戸
車

警
察

署

昔
3
4
9・
0
1
1
0

半半 ］
平
成

１２
年

松
戸
市

成
人

式

お
め
で
と
う
二
十
歳

市

で
は
、

楽
し

い
行
事

を
計
画

し

て

い
ま
す

。
ぜ
ひ
皆

さ

ん
ご
参
加

く

だ
さ

い
。

対

象
者

に
は
通

知
を
発

送
し

ま
し

た

。
ま
だ
届

い
て

い
な

い
人

は
、
お

問

い
合
わ
せ

く

だ
さ

い
。

期

り
：
１

月
1
0日

㈲

※
「
成
人

の
日
」

は
１

月

の
第

二
月

曜

日
と

な
り

ま
し
た

。

受
付

時
間
：

牛

前
1
0
時

か
ら

式
典

…
午
前

Ｈ
時
～
1
1
時
4
5
分

会
場

…
森

の
ホ

ー
ル
2
1

対
象
・
：
昭
和
5
4
年
４
月
２
日
～
ｓ
年

４

月
１
日

生
ま

れ

の
市

民

※
会
場
の
駐
車
場

は
限
ら
れ
て
お
り

、

付
近

の
道

路
は
混

雑

が
予
想

さ
れ

ま

す
。
新

京
成

八
柱
駅

南
口

か
ら

送
迎

バ
ス
（
午

前
９

時
4
5分

始
発

）

を
運
行

し

ま
す

の
で

、
ご
利

用
く

だ

さ

い
。

※

ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
ス

タ
ッ

フ
が
作

っ

た
ホ

ー
ム
ペ
ー・
ジ
も
公
開
中

市のホームページから接続でき

ます(URL は右上を参照)

棘
社
会
教
育
課
社
会
教
育

係
登
莇
・

私のミレニアム

市
の

ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
「
市

民
ネ
ッ
ト

広
場
」

の
コ

ー
ナ

ー
で
、
メ
ッ
セ

ー
ジ
の

掲
示
板
「
私

の
ミ
レ
ニ

ア

ム
」
が

ス
タ

ー
ト

し
ま
し
た

。
2
0
0
0

年
へ

の

夢
や

願
い

、
過

ぎ
ゆ
く
千

年
の

か
け

が
え
の

な
い

思
い
出

な

ど

、
あ

な
た
の
メ

ッ
セ

ー
ジ
を
発
信
し
て
み
ま
せ
ん
か

。

※
市
の
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ

か
ら

接
続
で
き
ま
す
。

発信 して み ませ んか

千年を越える

あなたのメッセージ

圃広報課Q366-7320

人 口 と 世 帯　11 月1日現在

人口

男

女

世帯

年末年始の火災予防運動　　②

野鳥の写真コンクール作品募集③

人権施策推進に係る指針が策定

されました　　　　　　　　 ④

松戸市の職員給与等を公表　⑤

情報チャンネル　　　　　 ⑥⑦

主な内容
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年
末
年
始
の
火
災
予
防
に
ご
協
力
を

「
あ
ぶ
な
い
よ
　

ひ
と
り
ぼ

っ
ち
に
し
た
そ
の
火
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
、
年
末
年
始
火
災
特

別
警
戒
を
実
施
し
ま
す
。

顏
消
防
局
警
防
課
昔
3
6
3
・
1
1
1

5
市
で
は
、
1
2月

丿
日
囲
～
１
月
７

日
糜
の
間
、
年
末
年
始
火
災
特
別
警

戒
を
実
施
し
ま
す
。

空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
起
こ
り

や
す
い
季
節
で
す
。
火
の
取
り
扱

い

に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
お
出
か
け
前
、
お
休
み
前
に
は

火
の
元
の
点
検
確
認
を
し
、
火
災
予

防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

市

内
で
は
、
放
火
や
放
火
の
疑
い

年末は、大掃除などでごみが多く出ます。分別を正しく守っ

て計画的に集積所に出しましょう。年内にし尿のくみ取りが必

要な場合は、早めに連絡してください。

※粗大ごみの申し込み受付は、年末は12 月28 日脚まで、年始は

1月∠1日㈲から開始します。

※12 月23 日竭は、ごみの収集・し尿のくみ取りを行います。

[固環境部業務課業務第1 係(ごみ)、業務第2ｲ系(し尿) 登366-

7333

収集曜日 12月最終収集日 1月収集開始日

月曜地区 27日(月) 17 日㈲

火曜地区 28日㈹ ４日伏）

水曜地区 29日㈲ 5日㈲

木曜地区 30日休） 6日(村

金曜地区 24日銜 7日廊

土曜地区 25日倒 ８日(土)

受付曜日
1 2 月 最 終 収 集 日

1月受付開始日

月～金曜日 28日収） 4日㈹

匣 電話で粗大ごみ受付センター昔39卜000 ワ

ヘ

収集曜日 12月最終収集日 1月収集開始日

月･水･金地区 29 日伽 5日伽

火･木･土地区 30 日㈲ ４日収）

収集曜日 12月最終収集日 1月収集開始日

月･水地区 29 日収 5日㈲

火･ 木地区 30 日困 ４日(火)

水･金地区 29 日㈲ 5日㈲

本･土地区 30 日困 6日休）

月･金地区 27 日(月) 7日廊

火･土地区 28 日㈹ ４日収）

に
よ
る
火
災
が
今
年
の
火
災
原
因
の

ト
ッ
プ
を
占
め
て
い
ま
す
。
放
火
さ

れ
な
い
環
境
作
り
に
も
ご
協
力
を
お

願

い
し
ま
す
。

放火魔はこんなところを狙います

火災原因ワースト５

11年10月末現在

１ 放火 26件

２ 放火の疑い 19件

３ たばこ 16件
４ コン ロ 14件
５ たき火 6件
市内の火災件数は、10 月末現在

で131 件（うち建物ﾜﾜ 件 、車両21
件、その他33件）です。

放火を予防するポイント１

０家の周りに燃えやすいものを置か

ない

○ごみは決められた日の朝に出す

○建築中の建物は防犯灯などで周囲

を明るくする

○シートカバーをかけた車やバイク

は、車庫にしまう

青
少
年
健
全

育
成
の
一
環
と

し
て
、

明

る
い
社
会

づ
く
り
ポ
ス
タ

ー
を
「
思

い

や
り

」

の
テ

ー
マ
で
市

内
の
小

・

中

学

生
か
ら

募
集
し

た

と
こ

ろ
、
四

千

二
百

八
十

六
点

の
応

募

が
あ
り
ま

し

た

。
審
査

の
結

果
、
二

百
四

十

九

点

が
入

賞
し

ま
し

た
。

銅

賞
以
上

の
入

賞
作

品
は

、
1
2月

1
3日

丱
～
2
0
日
丱

の
間

、
市
役

所

一

階
連

絡
通

路
に
展
示

し

ま
す

。

市

長
賞

受
賞
者

は
次

の
と

お
り

で

す

。安
藤

葉

子

（
牧

野
原

小

）
、

宮

岡

由
季

（
小

金

小

）
、

杉
本

真

美

（
北

部
小

）
、

武
市

恵

理

（
牧

野
原

中

）
、

野
村

純
子

（
小
金

北
中

）
〔
敬
称

略
〕

鬩
明

る

い
社
会

づ
く
り

松
戸

推
進

協

議
会

登
莇

・
7
3
8
9

歯
を
大
切
に

歯
丈
夫
、
胃
丈
夫
、
大
丈
夫

健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に

そ
の
七
十
　
歯
科
疾
患
と
心
の
関
係

「
舌

が

痛

い
」
「
口

の
中

が
臭

い
」

「

い
く

つ
入

れ

歯

を

作

っ

て

も

合

わ

な

い
」

等

、

歯

医

者

や

病

院

の
口

腔

外

科

で

診

て

も

ら

っ
て

も

異

常

は

な

く

、
「
気

の
せ

い
」

と

言

わ

れ

て

納

得

で

き

な

い
患

者

さ

ん

が

増

え

て

い

ま

す

。

最

近

ス

ト

レ

ス

か

ら

引

き

起

こ

さ

れ

る

身

体

症

状

を

治

療

す

る

「
心

療

内

科

」

を

掲

げ

る

病

院

が

増

え

て

、

テ

レ

ビ

ド

ラ

マ

に

も

な

っ
て

い

る

ほ

ど

で

す

が

、

歯

科

の

領

域

で

も

、

痛

み

が

心

の

不

安

や

悩

み

に

起

因

し

て

い

る

こ

と

が
あ

り

、
　「
心

療

歯
科

」
　
の

必

要

性

が

高

ま

っ

て

い

ま

す

。

し

か

し

、

ま

だ

心

の
影

響

が

口

の

中

に

表

れ

る

こ

と

を

、

医

師

、

歯

科

医

師

も

患

者

さ

ん

も

気

が

つ

い

て

い

な

い
こ

と

が

多

く

、

い

く

っ

も

の

病

院

を

ぐ

る
ぐ

る

回

っ

て

い

る

の

が

現

状

で

は

な

い
で

し

ょ

う

か

。

今

回

は

、

心

の

問

題

が

影

響

を

及

ぼ

す

事

が

多

い

疾

患

に

つ

い

て

お

話

し

し

ま

す

。

比

較

的

多

く

見

ら

れ

る

の

が
「
舌

痛

症

」

と

よ

ば

れ

る

も

の

で

、

他

覚

的

に

は

、

舌

の

異

常

は

見

ら

れ

ず

、

臨

床

検

査

に

も

特

に

異

常

値

を

示

さ

な

い
の

に

も

か

か

わ

ら

ず

、

舌

の

先

や

縁

が

ピ
リ

ピ

リ

、

ビ

リ

ビ
リ
と
持
続
性
、
表
在
性
、
限
局

性

か

つ
自

発

性

に

現

れ

る

痛

み

に

対

す

る

症

状

名

で

す

。

他

の

症

状

と

し

て

は

、

口

の

渇

き

を

訴

え

ま

す

が

、

だ

液

の

分

泌

量

は

訴

え

と

一

致

し

ま

せ

ん

。

ほ

ぽ

一
対

五

の

割

合

で

女

性

に

多

く

発

症

し

、

四

十
歳
代

お

よ
び
五

十
歳
代

に
好

発

し
ま

す
。
ま

た
、

ス
ト

レ
ス

に
よ

っ

て

だ
液

の
分
泌

量

が
減

少

し

、

味
覚

の
異

常
を
訴

え

る
こ
と

も
あ

り
ま

す
。

ま

た
、
こ

れ
と

い
っ
た
原
因

が

な

い
の
に

口
臭

が
気
に

な

っ
て
仕

方
な
く
な
っ
て
し
ま
う
「
口
臭
症
」

と

い
う
も

の
も

あ
り
ま

す
。
心

療

内
科

で

は
、
自
分

の
体

臭
を

極
度

に
気

に
す

る

「
自

己
臭

症
」

と

い

弓
病

気

が
あ
り
ま

す

が
、
こ

の
歯

科

版
の
よ
う

な
状

態

で
す
。

こ

の
ほ

か
、

た
く

さ
ん
義

歯
を

作

っ
て
も

し

っ
く
り

い
か
ず

、
あ

ち
こ
ち

痛
む
と

い
う
お
年

寄
り
に
、

老

人
性

の
う

つ
病

が
隠

れ
て

い
る

こ

と
も
あ

り
ま

す
。

こ
の
よ
う
な
心
が
関
係
し
た
さ

ま

ざ
ま

な
症
状

に
対
し

て

、
一

般

的

な
歯

科
治
療
を
繰
り
返
し

て
も
、

か
え

っ
て
医

師
へ

の
不

信

感
を
増

す

結
果

に
な

っ
て
し

ま
う
も

の

で

す

。
こ

れ
ら

の
治
療

に
は

、
一

般

の
心
療
内

科
と

同
じ

く
自

立
訓
練

法

に

よ

っ

て
緊

張

を

解

い
た
り

、

回

勤
を
見

直
す

交
流

分
析

な
ど

が

用

い
ら

れ
ま
す

。

歯
科

関
連

の
疾
患

も
、

精
神

と

関

係

の
あ
る
場

合

が
あ

る
と

い
う

こ

と
を
頭

の

片
隅
に

入

れ
て
お

い

て
く
だ

さ

い
。
（
松

戸

歯

科
医

師
会

）

松戸市七草マラソン大会

皆さんのご参加をお待ちしています

1/9( 日)
七草マラソン大会の参加者を募集し
ます。１年の健康を祈って、体力に自
信のあるあなたも、なまっていると思
うあなたも、さあ走ってみませんか。

今年の七草マラソン大会

日

時
…

１
月

９
日

㈲
午

前
８

時
～
８

時

丿
分

受

け
付

け
、
８

時
4
0
分
開
会

式会
場
…

運
動
公

園

陸
上
競

技
場

申
し
込

み
方

法
・：
1
2月
1
7
日

窗
ま

で

に
、
所

定

の
用

紙
に
種

目

（
下

表

の

と
お

り
）
　・
住
所

・
氏

名

・
生
年
月

日

・
勤
務
先

ま

た
は

学
校
名

を
記
入

し
て

、
費
用

を
添

え

て
ス

ポ
ー

ツ
課

（
運
動
公

園
内

）
ま
た

は
小
金

原

・
常

盤
平

・
柿

ノ
木

台
公

園
体
育

館

の
各

窓
口

へ

種 目 出発時間 対 象 費用

中学男子3Km の部
9:30
中学生の男子（1年生のみ）

無料中学女子3Km の部 中学生の女子(1 ・2・3年生)

中学男子 もKm の部 10 二05 中学生の男子(Ｄ ２・３年生)

一般男子5Km の部
10 : 00

一般男子（市内外を問わず）

400 円
一般女子5Km の部 一般女子（市内外を問わず）

一般男子10Km の部
10 : 40

一般男子（市内外を問わず）

一般女子10Km の部 一般女子（市内外を問わず）

※
当
日

の
申
し
込
み

は
で
き
ま
せ

ん
。

※
中
学

生

の
受

け
付

け
は

、
ス

ポ
ー

ツ
課

の
み

で
行

い
ま
す

。

※
大
会
当

日

、
車

で

の
来
場

は
ご
　

ぶ
鰯

ｔ
」
い

遠
慮
く
だ
さ
い
。

靉

ス

ポ

ー
ツ
課

登
沺

・
9
2
4
1

12 月30 日休)終了SI S･･ S･･ 1月４日脚から開始

明
る
い
社
会
づ
く
り

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の

入
選
者
が
決
ま
り
ま
し
た

松戸市体育協会

50周年記念

席

言

丿旨

席

谷

い
Ｊ旨

が|

ぁ 、

泉

み

昊

二万

年末年始のごみ収集・し尿のくみ取り



広報まつど 1999年(平成11年)12月5日

野鳥の写真コンクール
(特定事業者の皆さんへ)

作品を募集

地域振興券換金請求

締め切りは12月20日
地域振興券事業の現況

野鳥の記録を通じて自然の美しさを
感じてみませんか？

交付者数 94,400人

18ｲ意8,800万円交付済額

換金済額 18 億6,ﾜ03 万5,000 円

98.9 ％請求率

平成11 年10 月31日現在

地域振興券は約2,000 万円がまだ

換金されていません。

換金期限は12 月20 日㈲までです
Ｏ

商店主の人は、お手持ちの地域振

興券を市内指定銀行で至急換金請

求してください。

固 地域振興券推進本部≫366-2932

平
成
1
0年
銀
賞
作
品
「
夫
婦
来
訪
」

平成10年金賞作品
「コミミズク　ねずみをケット」

内容野鳥を題材にしたカラー・白黒のキャビネ以上、

四つ切りまでの写真（末発表作品に限る。巣の近＜の写
真は不可）手賀沼のコブハクチョウ等の人為的に飼育さ

れているものを除きます。
※県内および近隣都県での撮影とします。
※入賞作品は返却しません。
圉2月10日㈲〔必着〕までに、応募用紙（吝支所・聯まつ

ど街と水辺の緑化基金で配布）を作品の裏に張った上、
直接または郵送で、〒2ﾜ ○－2252 松戸市千駄堀ﾜ49　聯

まつど街と水辺の緑化基金(S345-9846) へ

工
業
関
係
統
計
調
査

に
ご
協
力
を
Ｉ・

通
商
産
業
省
で
は
、
製
造
業
を
営

む
事
業
所
を
対
象
に
工
業
の
実
態
お

よ
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
実
態
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

毎
年
1
2月
3
1日
現
在
で
工
業
統
計
調

査
お
よ
び
石
油
等
消
費
構
造
統
計
調

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
調
査
結
果

は
、
経
済
動
向
を
把
握
す
る
た
め
の

重
要
な
資
料
と
し
て
広
く
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

調
査
員

が
お
伺
い
し
た
際
に
は
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

岡
総
務
部
総
務
課
統
計
係
昔
莇
・
７

野
齔
の
っ
人
一
つ
イ
ド
映
写
会

日
時
：
也

月
1
2日
㈲
午
後
１
時
3
0分

～
４
時
3
0分

会
場
…
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー

費
用
…
無
料

醫
謝
ま
っ
ど
街
と
水
辺
の
緑
化
基
金

昔
3
4
5
・
9
8
4
6

野鳥観察会(八柱霊園)

農 耕 地 に 犬 ・猫 な ど を

入れないで！　固農政課指導係登366-ﾜ328

日時…12月12 日1(日)午前8時武蔵野線新八柱駅前

または8時30 分八柱霊園入口集合、11時30 分現

地解散予定〔雨天中止〕

持ち物…筆記用具・観察用具ほか

費用…無料

挧聯まつど街と水辺の緑化基金S345-9846

農耕地に犬・猫などが入り、農作物に被害を与えて
います。
犬・猫などが農耕地に入らないよう、飼い主の皆さ
んのご協力をお願いします。

薬 剤 に よ る 野 ネ ズミ駆 除 を

行 い ま す　　 固農政課指導係昔366-ﾜ328

高
等
学
校
入
学
資
金
を

お
貸
し
し
ま
す

学 ぶ 意 欲 を 応 援 ｊ

来

春
、
高
校

（
高
等
専
門
学
校

を
含

む
）
に
進
学

を
希
望
す
る
お

子

さ
ん
の

い
る
家
庭

に
、
入

学
資

金
を
お
貸
し
し
ま
す
。

貸
付
額
三
十
万
円
以
内
（
公
立
・

私
立
で
は
額
が
異
な
り
ま
す
）

対
象
①
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
高

校
入
学
が
困
難
な
世
帯
で
あ
る
こ
と

②
成
績
良
好
、
品
行
方
正
で
出
身
中

学
校
長
が
推
薦
し
た
健
康
な
生
徒
で

あ
る
こ
と
③
保
護
者

が
市
の
住
民
基

本
台
帳
に
一
年
以
上
登
録
さ
れ
て
い

て
、
引
き
続
き
市

内
に
居
住
し
て
い

る
こ
と
④
市
内
（
特
別
な
事
情
を
除

く
）
に
居
住
す
る
確
実
な
連
帯
保
証

人

が
得
ら
れ
る
こ
と

受
付
期
間
第
一
回

＝
１
月
６
日
米

～
3
1日
丱
、
第
二
回
＝
２
月
Ｉ
囗
㈹

～
３
月

拍一
日
窗

申
請
に
必
要
な
晝
同
①
高
等
学
校

入
学
資
金
貸
付
申
請
書

②
出
身
中
学

校
長
の
推
薦
書
③
住
民
票
（
家
族
全

員
の
も
の
）
ま
た
は
外
国
人
登
録
済

証
明
青
果
収
入
を
証
す
る
も
の
（
父

農作物を食い荒らす野ネズミを退治するた
め、農耕地に駆除剤を仕掛けます。ご注意く
ださい。
駆除期間…1月10 日蝎～16 日日
※近隣市町でも薬剤による駆除を行いますの
で、駆除日にご注意ください。

母
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
人
の
あ
ら

ゆ

る
収
入

が
対
象
）

⑤
成

績
証

明
書

糸
申
請

は
合
格

決
定
前
に

で
き
ま
す

。

申
請
書
等
は
、
援
護
課
・
市
民
課

お

よ

び
各

支
所

で
配

布
し
ま

す

。

嚮
援

護
課
援

護
係

昔
3
6
6
・
7
3
4
7

「
国
の
教
育

囗
－

ン
」
も
ご
利

用
く
だ
さ
い

松
戸
市
指
名
競
争
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請
（
中
間
）

を
受
け
付
け
ま
す

受

付

期
間
・：
２

月
1
5
日
天

～
2
1

日

丱

（
土

・
日

曜
日

を

除
ぐ
）

受

付

時
間
・：
午

前
９

時

～

Ｈ
時

洳
分
と

午
後

１
時

～
４

時

会

場
・：
衛

生
会

館
三

階
会
議

室

対

象
・
：
物

品
納

入
業

者

（
建

設

工

事

資

材

を

含

む

）
、

委

託

業

務
業

者

（
設

計

・
測
量

・
コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

を

含

む

）
、

建

設

工

事

業
者

（
建
設

業
者

の

み
で

物
品

納
入

業

者
お

よ

び
委
託

業

務
業
者
を
除
く
）

※
申

請

書
は

、
本

館
地
下

一
階

売
店
前
で
販
売
し
て
い
ま
す

（
土

・
日

曜

日

、
祝

日

を

除

く
午
前

９
時

～
午

後
４

時
3
0

分
、

一
部
五
百

円

）
。

※
中
同
年

の
受

け
付

け
で

す
の

で

、

資

格

は

一

年

間

で

す

（
平

成

Ｈ

・
1
2年

度

で

手

続

き
済

み
の
場

合

は
不
要
）
。

※
申
請
内
容
に
変
更
が
あ
っ
た

場
合

に
は

、
そ

の
都
度

変
更

届
が
必
要
で
す
。

圜

契

約
課

公

莇
・
1
1
5
1

教

育

委
員

会

会

議

を
開

催

1
2月
2
2日
水
午
後
３
時
か
ら
　
会

場
京
葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸
ビ
ル
五
階
会
議

室※
傍
聴
で
き
ま
す
。
議
案
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

嚮
薮
盲

青
貝
会
総
務
課

昔
屁
・
７
４

松

戸

市

健

康

づ

く

り

推

進

協

議

会

を

開

催

1
9
一
月
1
7
囗

窗
午

後
１

時

か
ら
　

会

場
中

央
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
地
下

一

階

大
会
議

室
　

傍

聴
定
員
先

着
六
人

※
議
題
等

は
お

問

い
合

わ
せ

く
だ

さ

い
。

問
健

雎
課

保
健
係
a
3
6
6・
7
4
8
6

児

童

扶

養

手

当

の

申

請

は

お

済

み

で

す

か

対
象

次
の
①
～
⑦

に
あ
て
は
ま

る
、

十

八
歳

の
誕

生
日
後

の
最

初
の
３

月

3
1日
ま
で
の
児
童
（
障
害
児
は
二
十
歳

未

満
）を
監

護
し
て

い
る
母

、
ま
た
は

母

に
代

わ

っ
て
そ

の
児

童

を
養
育

し

て

い
る
人

（
養
育
者
）

①
父
母

が
離
婚
後

、
父

と

一
緒

に

生
活

を
し
て

い
な
い
②
父

が
死
亡
後

、

公

的
年

金
を
受

給
し

て

い
な

い
②

父

が
重
度

二

級
程
度
）
の
障
害
が
あ

る

④

父

の
生
死

が
明
ら

か
で

な

い
⑤

父

か
ら
引

き
続

き
一
年

以
上

遺
棄

さ
れ

て

い
る
⑥
父

が
法
令

に
よ

り
引

き
続

き
一
年

以
上

拘
禁

さ
れ
て

い

る
⑦
未

婚

の
母

の
子

で
、
父

と

一
緒
に
生

活

を
し

て

い
な

い
児
童

次

の

場

合

、

手

当

は

受

け

ら

れ

ま

せ

ん①
対
象
児
童

が
、
母

の
配
偶

者

丙

縁
関

係
等
を

含
む
）

に
養

育
さ

れ
て

い
る
②
対
象
児
童

の
母
（
養
育
者
）
が
、

国
民
年
金
（
老
齢
福
祉
年
金
を
除
く
）

・
厚

生
年
金

等
公
的

年
金

を
受

け
ら

れ

る
③
昭
和
6
0
年
８

月
１

日
以

降
に

手

当

の
支
給
要

件

に
該
当

し
て

か
ら

五
年

を
経
過

し
て
も

手
当

の
請

求
を

し
な

か

っ
た
と
き

※
所
得
に
よ
り
支
給
が
制
限
ま
た
は

停
止

さ

れ
る
こ
と

が
あ

り
ま
す

。

嚮
援
護

課
援

護
係

昔
3
6
6・
7
3
4
7

児

童

扶

養

手

当
1
2
月

期

分

を
支

給
し

ま

す

1
2月
1
0日
窗
か
ら
郵
便
局
・
銀
行

で
1
2月
期
（
８
～
1
1月
分
）
の
手
当

を
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

現
況
届
を
ま
だ
提
出
し
て
い
な
い

人
は
、
必
要
書
類
を
添
付
の
上
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

嚮
援
護
課
援
護
係

登
莇
・
7
3
4
7

遺

児

手

当

１２

月

期

分

を

支

給

し

ま

す遺
児

手
当

の
1
2
月
期
分

（
８

～

Ｈ

月
分

）
を
1
2
月
1
0
日

糜
以

降

に
受
給

者

の
指
定
口

座
に

振
り
込

み
ま

す

。

支

給
額

（
児

童

一
人

に

つ
き
）
片

親
と
死

別

＝
月
額

五
千

五
百
円

、
両

親
と
死
別
＝
一
万
五
百
円
（
８
月
・

1
2月

・
４
月

の
年

三
回

支
給
）

新

た

に

手

当

の

支

給

を

希

望

す

る

人

は

、

申

請
し

て

く

だ

さ

い

対
象
市
内
に
居
住
し
、
父
母
の
一

方
ま
た
は
両
親
と
死
別
し
た
児
童
（
中

学
校

卒
業

ま
で
）

を
扶

養
し

て

い
る

人
　

申
請

に
必
要

な
も

の
①

認
め
印

②

一
ヵ
月

以
内

に
発
行

さ

れ
た
世
帯

全
員

の
住

民
票

（
本

籍
等
す

べ
て
記

載

さ
れ
た

も

の
）
ま

た
は
外

国
人

登

録
済
書
③
一
ヵ
月
以
内
に
発
行
さ
れ

た
申

請
者

と
遺
児

記
載

の
戸

籍
謄

本

①

胆
請
者

名
義

の
預
金

通
帳

（
郵

便

局

を
除
ぐ

）

の
表

紙

の
コ
ピ

ー
　

受

付
期

間

随
時

（
申

請

の
翌
月

か
ら

支

給
）
※
現
在
受

給
中

の
人

は
手

続

き

は
不

要

で
す

。

鵞
援

護
課

援
護
係

登
莇

・
7
3
4
7

再

生

自

転

車

を

即

売

1
2月
1
2
囗

㈲
～
1
4
日

次

、
午
前

８

時
3
0
分
～

午

後
３
時

会
場

生

き
が

い
福
祉

セ
ン

タ

ー
　

販

売
台

数
三

十

台

（
売
り

切

れ
次
第

終
了
）
　

価

格

七
千

円
～

一
万

一
千

円
　

交
通
五

香

駅

東
口

か
ら
新
京

成

バ
ス
「
小

新
山
」

行

き
ま
た

は
「
柏
陵

高
校
」
行

き
で

、

新

栄
町
入

口
下

車

醫

他
松
戸

市

シ
ル

バ
ー
人
材

セ

ン

タ

１

昔
誣
・
３
１
０
Ｘ
Ｉ

平成12年度

「
国

の
教
育

ロ

ー
ン

」

は
、
教
育

の
た

め
に

必
要

な
資
金

を
融

資
す

る

公
的
制
度
で
、
入
学
金
や
授
業
料
、

教
科

書

・
参
考

書
代
な

ど
入

学
時

の

費
用

や

、
ア

パ
ー
ト

の
敷
金

・
家
賃

な

ど
の
在

学
中

の
費
用

に
も

広
く

使

え
ま

す

。

貸

付
額

二
百
万

円

以
内

（
返

済
期

間

は
十
年

以
内

）

金

利

年
一
丁

二
％

（
固
定

金
利

、

Ｈ
月
1
0
日

現
在

）

※
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

棘
国

民
生
活

金

融
公

庫

松
戸

支
店

登

劔
・
1
1
9
1
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市
で
は
、
昨
年
1
2月
1
0日

に
行
っ
た
「
人
権
尊
重
都
市
宣
言
」
一

周
年
を
め
ど
に
、
「
人
権

が
尊
重
さ
れ
　
す
べ
て
の
人

が
安
心
し
て

暮
ら
せ

る
ま
ち
」
を
築
く
た
め
「
人
権
施
策
推
進
に
係
る
指
針
」
の

策
定
作
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

「
指
針
」
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
本
年
９
月
５
日
号
の
広
報
ま

つ
ど
と
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
素
案
を
公
表
し
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
意
見
を

い
た
だ
き
な
が
ら
作
業
を
進
め
て

き
ま
し
た
が
、
1
1

月
2
2日

に
行
わ
れ
た
松
戸
市
人
権
施
策
推
進
本
部
会
議
で
「
指
針
」

が
決
定

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
「
指
針
」
の
策
定
経
過

と
概
要

、
今
後

の
人
権
施
策
の
展
開
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

圃
市
民
相
談
室
人
権
担
当

昔
3
6
6
・
７

３
１
９
、
教
育
委
員
会
企
画

調
整
室
人
権
担
当

昔
3
6
6
・
7
4
5
5

貴
重
な
ご
意
見

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

「
指

針
」

の
素
案

を
公
表

し
市

民

の
皆

さ
ん

の
ご
意
見

を
募

集
し
た

と

こ

ろ

、
二
十

八
件

（
項
目

）
の
意

見

が
寄
せ

ら

れ
た
ほ

か
、
市

の
職
員

か

ら
も
意

見

が
あ
り
ま

し
た

。

ご
意

見

の
中
に

は
、
○

○
駅

に
エ

レ

ベ
ー
タ

ー
を
設
置

し

て
ほ
し

い
と

い
う
よ

う
な

個
別

・
具
体

的
な
ご
意

見

も
あ

り
ま
し

た

が
、
こ

れ
ら

の

ご

意
見

に
つ

い
て

は
、「
指
針

」
に

基

づ

い
て
今

後
策
定

さ

れ
る

具
体

的
な
各

行

動
計

画

で
反

映

さ
れ

る

べ
き
も

の

と
考
え

ら

れ
る
た

め
、

今
回

の

「
指

針
」

の
策
定

に
あ

た

っ
て
は

盛
り
込

み
ま
せ

ん

で
し
た

。

「
人
権
尊
重
都
市
」
を
宣
言
し
た
ポ
ス
タ
ー
。
一
人
ひ
と
り
の
個
性
や
生
き
方
が
尊
重
さ

れ
、
差
別
や
偏
見
な
ど
に
よ
る
人
権
侵
害
の
な
い
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す

に
係
る

指
針
が
策
定
さ
れ
ま
し
た

寄
せ

ら
れ

た
ご
意

見

の
中
で

は
障

害

者
の
人
権
に
関

す
る
も
の

が
多
ぐ

、

「

知
的

障

害

者

や
身

体

障

害

者

だ
け

で

な

く

精

神

障
害

者

に

も
配

慮

を

」

と

い
っ
た

ご
意
見

や

「
大

人

の
障
害

者

に
対

す

る
施
策

が
多
く

、
子

ど
も

の
障

害
者

へ
の
配
慮

が
少

な

い
卜
と

い
う

よ
う

な
、
障

害
を

持

つ
当

事
者

お
よ

び
そ

の
ご
家

族
か

ら

の
ご
意
見

を
多
数

い
た

だ
き
ま

し

た
。

ま

た
、
重

点
施

策
の
達

成
時

期
を

繰
り

上
げ
て

ほ
し

い
な

ど
の

ご
意
見

も
あ

り
ま
し

た

。

皆

さ
ん

の
ご
意
見

は

、
で

き
る
限

り
「
指
針
」
に
反

映

さ
せ
ま

し
た

が
、

人権施策の体系図

反
映

で

き
な
か

っ
た
も

の
に

つ

い
て

も
今

後

の
行
動
計

画
を

策
定

す

る
上

で

の
貴
重

な
資

料
と

さ
せ
て

い
た
だ

き

ま
す

。

「

指

針

」

の

策

定

後

今

回
策
定
さ

れ
た
『
指
針
』
は
、「
松

戸

市

総

合
計

画

」
や
「
松
戸

市

人
権

施

策
に

関
す

る
基
本

方
針
」

に
基

づ

い
て
行

わ
れ

る
、
今

後

の
人

権
施

策

の
方
向

を
示
す

ガ
イ

ド
ラ
イ

ン

で
す

（
人
権
施
策
の
体
系
は
、
左
図
参
照
。

こ

の

ガ
イ

ド
ラ

イ

ン

に
基

づ
き
、

平

成
1
2
年
度

か
ら
1
6
年
度

ま
で

の
五

年
間
を
実
施
期
間
と
し
て
「
性
差
別
」

「
子
ど
も
の
問
題
」
「
高
齢
者
の
問
題
」

「
障
害
者
の
問
題
」
「
同
和
問
題
」
「
外

国
籍
市
民
の
問
題
」
「
患
者
の
人
権
の

問
題
」

の
七

つ

の
個
別
課

題

や
各
問

題
に
共

通

の
領
域

の
問
題

に
取

り
組

む
た

め
、
課

題
別

に
目

標
を
定

め
た

行

動

計

画

を

策
定

し

ま

す

。
特

に

、

基
盤
整

備

な
ど

の
他

の
施
策

に
優
先

し
て

実
施

す
る
重

点
課

題
に

つ

い
て

は
、

時
期

を
明
示

し
て

早
期

の
達
成

を

め
ざ
し
ま

す

（
表

占

。

ま

た
、
人

権
施

策
を

推
進

す
る

た

め
に

は
、

具
体

的
な
行

動
計
画

を

立

案
し

、
実

施
し

、
結
果

の
評

価
を

適

切
に
行

う

必
要

が
あ
り

ま
す

。
こ

の

※「指針」の体系は、総合計画に掲げる「人権が尊重されすべての人が

第1 回ちば人権展 なくそう差別・県民ひろば

「
指
針
」
で
は
、
社
会
環
境
の
変
化

に
対
応
す
る
た
め
に
業
績
評
価
シ
ス

テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
を
う
た
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
業
績
評
価

シ
ス
テ
ム
を
効
果
的
に
用
い
る
進
行

管
理
体
制
に
よ
り
「
指
針
」
自
体
も

適
宜
見
直
し
を
し
て
い
き
ま
す
。

人
権

尊
重

の

ま

ち

づ
く

り

を

め

ざ
し

ま

す

人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
に
は
、
市
の
職
員
の
人
権
意

識
が
高
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
「
指
針
」

に
基

づ
い
て
、
よ
り

一
層
人
権
を
尊
重
し
た
施
策
の
展
開

を
実
現
で
き
る
行
政
風
土
の
醸
成
を

め
ざ
し
ま
す
。

ま
た
同
時
に
、
地
域
へ
の
人
権
文

化
の
定
着
を
図
り
、
市
民
の
人
権
を

擁
護
す
る
た
め
に
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
民
間

人
が
つ
く
る
非
政
府
組
織
）
や
企
業

を
は
じ
め
と
す
る
市
民
と
市
と
の
効

果
的
な
協
働
体
制
の
構
築
も
め
ざ
し

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

０人権施策を推進するための施策群

・人権施策推進本部の充実・強化（平成12 年度）

・市民意見反映システムの構築（平成12 年度）

・業績評価システムの構築（平成14 年度）

＠人権感覚が豊かな組織にする施策群

・人権情報管理システムの構築（平成12 年度）

・職員研修プログラムの開発（平成13 年度）

＠人権啓発・教育を推進するための施策群

・インターネット・ホームページの活用（平成12 年度）

・人権教育・啓発プログラムの開発（平成13 年度）

・学校等における人権教育の実施（平成14 年度）

○相談・支援体制を整備する施策群

吋目談員研修プログラムの開発（平成13 年度）

引目談窓ロネットワークシステムの構築（平成14 年度）

・市民通報システムの構築（平成14 年度）

「

指

針

」
は

入

手

・

閲

覧

で

き

ま

す

・「
人
権

施
策
推
進
に
係
る
指

針
」（
全
文
）
は
、
市
役
所

（
市

民
相
談

室

・
行
政
資

料
セ

ン
タ

ー
）
、
図

書
館

（
本
館

・
分
館
）
、

各
支
所
で
入

手

・
閲

覧
で
き

ま
す

（
無

料
）
。

ま
た

、
イ

ン

タ
ー
ネ

ッ
ト
の

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

（
ア
ド
レ
ス

は
表
紙

右
上

を
参

照
）
で
も

ご
覧
に

な
れ
ま
す

。

人権週間後の1週間、12 月14日(火)から19日(日)まで、千葉市文化センター(JR 千

葉駅下車徒歩10 分) を会場( きららららフェスティバルは、隣接の中央公園) に、

｢人権は一人ひとりの宝物｣ をテーマとして｢ ちば人権展｣ が開催されます。

皆さんのご来場をお待ちしています。

周知千葉県人権啓発センターQ043-496-4967

主 な 催し物

・人権展

12/ 柿沢卜19( 日)午前10 時～ 午後ﾜ 時(19 日は午後4時まで) 内容人権について分

かりやすく展示　費用無料

・ＮＧｏ・ＮＰｏ見本市

12/14W ～19(日)午前10 時～ 午後｢7時(19 日は午後4時 まで) 内容人権ＮＧｏ･NP

ｏの展示コーナー、子どもの人権相談ほか　費用無料

・講演会

12/14W ①こどもの心と人権…午前10 時30 分～ 午後o 時30 分　講師児童精神科医

・石川憲彦氏 定員当日先着500 人　費用500 円　②人権と行政…午後2時～4時　講

師e加s 落解放・人権研究所長 友永健三氏 定員当日先着500 人 費用2,000 円

・ きららららコンサートBINSHO

12/14W 午後6 時開場　定員500 人　費用2,000 円

※チケットのお求めは、勍千葉県人権啓発センターへ

●きららららフェスティバル

12/18(±>午前10 時～午後3 時 〔雨天の場合は19 日(日)に順延〕　内容国際屋台村・

フリーマーケットほか　費用入場無料

●映画

①｢沖縄列島｣ ＆島嶼放談=  12/1500 午後2時　②｢ 沖縄列伝 島小( シマゲア)｣ ＆

島唄放談=  12/15W 午後4時10 分　③｢ゆんたんざ沖縄｣ ＆島嶼放談＝12/15 ㈲午後

6時30 分　④｢問題はこれからです｣=  12/16fr)午後2 時・午後6 時30 分　⑤｢在日｣＝

12/1ﾜ 銜午前10 時　⑥｢えんとこ｣=  12/18C土)午後6時30 分

定 員吝当日先着500 人　費用各1,000 円(⑤は無料)

●ワークショップ

12/1∠吠卜19( 日)(テーマにより日時・費用が異なる。要予約)　 内容①子どもへ

の暴力防止　②なくそう差別・部落産業体験　③ジェンダー教育　④コミュニティ

とアートから共同創作〔全3回〕 ⑤国際ボランティア講座　⑥不登校一自分を探しに

⑦模擬裁半卜 狭山事件　⑧環境と人間　⑨地域の庭づ＜リ～知的障害者とともに

指針に基づく重点施策と達成時期（表

★目的（松戸市総合計画の理念）

人
権
施

策
推
進

優
し
い
心
を
育
む
ま
ち
松
戸
を

人
権
尊
重
都
市
宣
言

人権が尊重され　すべての人が安心して暮らせるまち

目標とそれを達成するための施策群

○人権尊重の市役所をつくります

Ｏ人権　策を推進するための施　群

＠人才感覚が豊かな組織にする施策群

○市民の人権意識を高めます

③人権啓発・教育を推進するための施策群

○　権侵害被害者を救援支援する仕組みをつくり

○相談・支援体制を整備する施策群

★基本手段
● 推 進 体 制 の 整 備

指 針 の 進 行 管 理

個 別 行 動 計 画 の 策 定

市 民 意 見 反 映 シ ス テ ム の 構 築



公表します

9 級

局 長

部 長

8級

部長
次長

ﾜ級 6級

補 佐

5級

主幹

係長

4 級

係 長

3級 2級 1級

事 務員

技術 員

計

標 準 的 な

職 務 内 容

職 員 数

＝　・　　　－
構 成 比

課長

189人

主任主事l　ﾈtj昌

2,029ス糒人 32人 16ﾜ人 顔6 人 406 人 詣54 人 288 人

14.296

33人

0.ﾜ％ 1.696 9.396 8.2％ 22.096

19.896

伉6 ％

20.0％ 22.4％ 1.696 10096

]{
詛 曾

皿 ）

0.8％ 1.8 ％

仁 ％

8.ﾜ％ ﾜ.6％ 21.596 22.896 1引 ％ 1.8％

2.996

100 ％

0.1％ 6.696 4.8％ 19.196 2ﾜ.1％ 23.696 100 ％

1.給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
2. 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

市民の皆さんに松戸市の一般職および特別職の給与等について理解し

ていただくため、その概要をお知らせします。

なお、平成11年1月1日から12年3月31日までの間、特例条例を設けて、

特別職の給料の5％、一般職の管理職手当の10 ％を減額しています。

また、平成12年4月1日から13 年3月31日までの間、現行の減額措置を

継続するとともに、これに加えて市長および助役は期末手当の10％、そ

の他の特別職は期末手当の5％を減額し、課長相当職以上の職員は管理職

手当の15 ％を減額するため条例改正の提案をしました。

圃人事課給与係容366－7306

松戸市の職員給与等を

人件費の状況（普通会計決算）

区 分
住民基本台帳

人口（年度末）
歳出額Ａ 実質収支 人件費Ｂ

人件費率

(Ｂ／Ａ)

(参考)

9年度の人件費率

iO年度
(11.3.31)

458,035 人

千円

111 ∠15ﾜ211

千円

14ﾜ2 405

千円

31,023ﾜ35 れ8％
28.196

人件費には、給料、報酬、諸手当、共済費等が含まれます。

一般職員給与費の状況（普通会計当初予算）

区 分 職員数Ａ
給 与 費 1人当たり

給与費

(Ｂ／Ａ)

職員1人当たりの住民数

給　 料

千円

鍼323,ﾜ ∠16

職員手 当

－・　　一一
千円

4,461,884

期末勤勉手当

千円

ﾜ,5ワワ11

計　Ｂ 松戸市 県内市分平均

11年度
(11.4.1)

3,349人

千円

凪35ﾜ,3印

千円

ﾜ,8ﾜ0
136.8人 121.2人

1｡この「職員手当」には、管理職手当、扶養手当、調整手当、住居手当、通勤手当、特殊勤務手

当、時間外勤務手当等が含まれ、児童手当、退職手当を除いたものです。
2. 職員１人当たりの住民数は、職員が少なければ少ないほど数値が高＜なります。松戸市は、他

市に比べ少ない職員数で市の仕事を遂行しています。

|職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況（平成11年4 月1日現在）

区 分
一 般 行 政 職 技 能 労 務 職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

松戸市 36ﾜ,352 円 490,000 円 42 歳10月 305,12ﾜ 円 384,4ﾜ2 円 46 歳5月

国　　1　322,033円 39 歳ヮ月　286,958 円 4ﾜ 歳8月

1. 一般行政職とは､ 税務職、医療職､ 消防職､ 教育職､ 企業朧 技能労務職等を除いた職員をいいます。

2. 技能労務職とは、自動車運転手、守衛、業務員、用務員、給食調理員等をいいます。

区 分
松 戸 市 国

初任給

188,500 円

採用2年経過日の給料額

202,900 円

16ﾜ,300 円

初任給

Ｉ種184,200 円

1[種1ﾜ4,200 円
一一一一 1∠凵,ﾜ00円

採用2年経過日の給料額

一般行政職
大学卒

202,900 円

188,500 円

高校卒 151,600 円 151,600 円　　Ｉ

職員の初任給の状況（平成11 年4月1 日現在）

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成11年4 月1日現在）

区 分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 2ﾜ8,322 円 32ﾜ,915 円 384,830 円

高校卒 239,898 円　　　1　　　29ﾜ,496 円 334,3ﾜ5 円

技能労務職 ２几960 円 234,288 円 262,9ﾜO 円

経験年数とは､学校卒業後直ちに市に採用され引き続き勤務している場合には採用後の年数をいい、
採用前に職歴等のある場合には、その期間を換算し採用後の年数に加算した年数をいいます。

一般行政職の級別職員数の状況（平成11年4 月１日現在）

!昇給期間短縮の状況

区 分 ｀ 合 計

2,561 人

一般行政職 技能労務職

10年度

職 員 数　　　　　　　（Ａ） 2,041人 520 人

普通昇給期間（12～24 月）を短縮して
昇給した職員数　　　　　（Ｂ）

ﾜ5人 3ヮ人　　1　　　38人

比 率　　　　　　 （Ｂ卜气Ａ） 2.996 1.8％　J　　ﾜ.3 ％

9年度

職 員 数　　　　　　　（Ａ） 2,569人 2,048人 521 人

普通昇給期間（12～24 月）を短縮して
昇給した職員数　　　　　（Ｂ）

100人 顔 人 56人

比 率　　　　 （Ｂレ（Ａ） 3.996 2.196 10.ﾜ％

職員手当の状況（平成11 年4 月1日現在）

区 分 松 戸 市

配偶者　　　　　　　　　　　　16,000 円

配偶者以外の扶養親族

1人目

配偶者が扶養親族　　　　　　　　5,500円

配偶者が扶養親族でない　　　　6,500 円

配偶者がない　　　　　　　　　 几000 円

2人目　　　　　　　　　　　　　　　5,500円

3人目～　　　　　　　　　　　　　2,000 円

16歳～22歳の子1人につき加算する額5,000 円

借家・借間居住者

(家賃8,500 円を超える場合に限る)

家賃の額に応じて2ﾜ,000 円を限度に支給

持家居住者　　　　　　　9,400 円

その他の者　　　　　　　1,000 円

国

配偶者　　　　　　　　　　　　　16,000円

配偶者以外の扶養親族

1人目

配偶者が扶養親族　　　5,500円

配偶者が扶養親族でない　　　　　6,500円

配偶者がない　　　　　　　　　　　几000 円

2人目　　　　　　　　　　　　　　　5,500円

3人目～　　　　　　　　　　　　　2,000 円

16歳～22歳の子1人につき址算する額5,000 円

借家・借間居住者

(家賃12,000 円を超える場合に限る)

家賃の額に応じ て2ﾜ,000円を限度に支給

持家居住者

新築・購入後5年間　　　2,500 円

その他の者　　　　　　　1,000 円

叉

叉

手
電車・バスを利用する場合

定期代等45,000円までは全額支給、それを超える

部分は半額支給(5,000 円を限度)

自動車等を使用する場合( 平成11年ﾜ月1日改正)

改正前　電車・バスを利用する者と同額を支給

改正後　使用距離等に応じて4,600円～45,100円を支給

電車・バスを利用する場合

定期代等45,000円までは全額支給、それを超える

部分は半額支給(5,000 円を限度）

自動車等を使用する場合

使用距離等に応じて2,000 円～20即 〇円を支給

区 分

期末手当

勤勉手当

松 戸 市 国

(10 年度支給割合)
期末手当　　 勤勉手当

6月期　　　　1.6 月
分　　　0.6月分

12 月期　　　　1.9 月分　　　0.6月分
3月期　　　　0.55月

分　　　一 月分
計　　　　　4.05月分　　　1.2月分

職制上の段階、職務の級等による加算措置…有

(10年度支給割合)
期末手当　　 勤勉手当

6月期　　　　1.6 月分　　　0.6月分
12 月期　　　　1.9 月分　　　0.6月分

3月期　　　　0.55月分　　　一 月
分

計　　　　　4.05月分　　　1.2月分
職制上の段階、職務の級等による加算措置…有

退職手当

支給率（11年度）自己都合　　　勧奨・定年
勤続20年　　21.0 月分　　34.65 月分
勤続25年　　33.ﾜ5 月分　　44.55 月分
勤続35年　　　4ﾜ.5 月分　　62.ﾜ 月分
最高限度額　　60.0 月分　　62.ﾜ 月分
その他の加算措置

定年前早期退職特例措置（2％～20％加算）
退職時特別昇給
勤続20年以上　　1号俸または2号俸
1人当たり平均支給額（10年度）
自己都合　　　勧奨・定年
4,545千円　　23,539 千円

支給率（11年度）自己都合　　　勧奨 一定年
勤続20年　　　21.0 月分　　28.8ﾜ5 月分
勤続25年　　33.75 月分　　44.55 月分

勤続35年　　　4ﾜ.5 月分　　62.ﾜ　 月分
最高限度額　　60.0 月分　　62.ﾜ　 月分
その他の加算措置
定年前早期退職特例措置（2％～20％加算）
退職時特別昇給1 号ｲ奉

自己都合退職の最高限度額については、∠15年間勤続した率です

調整手当

(11 年4月

1日現在)

支給対象地域 全地域

支給率 10％

支給対象職員数 3,319人

国の制度（支給率） 3％

支給対象職員1人当たり平均支給年額（10年度決算） 428,ﾜ50 円

特殊勤務手当

(10年度)

区 分 全 職 種

職員全体に占める手当支給職員の割合 4ﾜ.3％

支給対象職員1人当たり平均支給年額 62,285円

手当の種類（手当数） 2ﾜ種類

特殊現場勤務手当、し尿・ごみ
等収集処理手当、技術研究調査
手当、保育手当、税務手当

代表的な手当の名称

支給総額の多い手当

多くの職員に支給さ

れている手当

特殊現場勤務手当、危険作業
手当、技術研究調査手当、保
育手当、税務手当

時間外勤務手当

10年度

9年度

支 給 総 額 953,099 千 円

345 千 円

858 556 千 円

309 千 円

職員1人当たり支給年額

支 給 総 額

職員1人当たり支給年額

特別職の報酬等の状況（平成11 年11 月1日現在）

区　 分

市 長

助 役

収 入 役

議 長

副 議 長

議　 員

報 酬 等 月 額 期 末 手 当

99ﾜ,500 円

81ﾜ,000 円

ﾜ22,000 円

(10 年度支給割合)

6月期　2.2 月分

12月期　2.5 月分
3月期　0.55月分

計　5.25月分

ﾜ20,000 円

660,000 円

590,000 円

※市長、助役および収入役の報酬等月額は、5％減額後の額です。

定員の状況（平成11 年4月1 日現在）

部門別職員数の状況

区 分 職 員 数 対 前 年 増 減 数

大部門 中 部 門 平成9年 平成10年 平成11年 平成9年 平成10年 平成11年

一
般
行
政

議 会

総務・企画

税 務
民 生
衛 生
労 働

農林水産

商 工
土 木

22
引４
巧9
ﾜ29
3咒

19
24
339

21

509
160ﾜ49

35∠1
3

19
24
343

21

503
155
咒0

343
2

19
23
336

０
２
４

１ワ
０

－
０
０

△　１

△　１

△ ５
１
２０

△２２

３
０
０
４

０

△　６

△　５
１１

△１１

４
０

△　１
△　ワ

小　 計 2,182 2,182 2,162 22 ０ △15

特別行政
教 育消 防

665
引０

664引 １ 658引０
５
△　１

△　１
１
△ ６
△　１

小 計 1,1ﾜ5 1,押5 1,168 ４ ０ △　ワ

普 通 会 計 計 3,35ﾜ 3,35ﾜ 3,330 26 ０ △22

公
営
企
業
等
会計

病 院
水 道

下 水 道そ の 他

954
30
10ﾜ

59

95ﾜ
29

106
58

94ﾜ
29

106
59

４０

△ ６
△ ２
△　１

３

△　１
△　１
△　１

△ １０

０
０
１

小 計
1,150
－‥- 一一一一
∠1,50ﾜ

1,150 1,1剛

一一 一‥　 一一一
4,4ﾜ1

31
０

一 一一･

０

△ ９

総 合 計 4,50ﾜ 5ﾜ △31

(注)職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員等を含み、臨

時または非常勤職員を除いています(教育職の人数には、教育長が含まれています)。

● 職員数の増減状況

大部門．　中 部 門　ｌ　増員数 減員数
‥一一
０
△１１
△ ５
△１６
△２３

△ １
０
△ １
△ ８

差　引 主 な 増 減 理 由
＝　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　 ㎜㎜㎜

財 政 改 革 計 画 の 策 定 、業 務 の 見 直 し 等

情 報 シ ス テ ム の 完 成

介 護 保 険 の 準 備 、 欠 員 不 補充 等

環 境 業 務 の 強 化 、 部 門 の 統 合 等

欠 員 不 補 充

部 門 間 の 組 み 替 え

河 川 清 流 業 務 の 強 化 、部 門 の 統 合 等
一一一　　　　　　　　　　　　　　- 一一

学 校 指 導 ・管 理 の 強 化 、学 校 調 理 業 務 の 見

直 し 等

欠 員 不 補 充

一
万

行特政別

回

議 会
総務・企画
税 務

民 生
衛 生
労 働
農林水産

商 工
土 木

０

５

０

２ﾜ

１２

０

０

０

１

-･- 一一一一
３

０

一一一 一　　－
０

０

０

１

０

△ ６

△
５
１１
△１１

△ １
０
△ １
△ ワ

教育消 防

△ ９

△ １

△ ６

△ １

病 院
水 道
下 水 道
そ の 他

△１０
０
０
０

△１０
０
０
１

事務業務の見直し等

部門間の組み替え
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時
～
９
時
罷
分
【
全

十

二

回
】
　

会
場

中
央
公

園

庭
球
場

対

象

市
内

在
住

・
在
勤

の
初
心

者

定
員
七

十
人

（
抽

選
）
　

費
用

九
千

円

（
テ
ニ

ス
保
険

料
を

含
む

）

圉
1
2
月
巧
日

水

〔
必
着

〕
ま

で
に

、

往
復
ハ

ガ

半
に
住

所

・
氏
名

・
電

話

番
号

・
返
信
用
あ

て
名
を
記
入
し
て

、

干
2
7
0
－
8
6
9
1

松
戸
北

郵

便
局
私

書
箱

一
二

号

松

戸
市

テ
ニ

ス
協
会

（
平
木

昔
3
3
0
・
4
1
1
2

）
へ

「
」
フ

ァ
ミ

リ

ー
ス

ポ

ー
ツ

教

室

1
2月
1
9日
日
午
前
９
時
～
正
午

会
場
新
松
戸
西
小
学
校
体
育
館
　
内

容
イ
ン
デ
ィ
ア
カ

ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ

ド
ミ
ン
ト
ン

ー
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球

・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ほ
か
　
費

用
百
円

（
保
険
料
）

圉
当
日
会
場
で

羆
体

育
指

導
委

員

・

Ｑ

。
‥ｙ
（

ソ
（

）

ワ

【

】
シ

ョ

ー

ト

テ

ニ

ス

教

室

１

月
2
2
日
～
４

月
2
2日

の
第

二

・

四
土

曜
日

〔
全
七
回

〕
①

午
前
９

時

～
ｍ

時
1
5
分

②
午
前
ｍ

時

価
分
～
1
1

時
3
0
分

③
午

後
１

時
～

２

時
1
5分

④

午

後
２

時
1
5分

～
３

時
3
0
分
　

会
場

①

②
＝

栗
ケ
沢
小

学

校
⑤
ｗ

＝
和

名

ケ

谷
小

学
校
　

対
象

年

長
～
小

学
五

年

生
　

定
員

各
コ

ー
ス
先

着

四
十
人

費

用
三
千

五

百
円

圉
1
2
月
2
0日
興

〔
必

着

〕
ま

で
に

、

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
（
フ
リ

ガ
ナ

）
　・
学

年

・
電
話
番

号

・
希
望

時

間
を

記
入
し

て

、
一
T
2
7
0

－
0
0
2

1

松
戸

市
小

金
原

二
の

二
〇

の
二

四

千

葉
県

テ
ニ

ス
協

会
ジ

ュ
ニ
ア

委
員

会

・
飯

島
徳

子
（

昔
3
4
4・
3
2
3
2

）

へ［
］
松

戸

市

民

ス

キ

ー

大

会

兼

千

葉

県

民

体

育

大

会

代

表

選

考

記

録

会１

月
2
3日

⑤

会
場

栃
木

県
メ

ー

プ

ル
ヒ

ル

ー
ス
牛
－

リ

ゾ
ー
ト
　

種

目

大
回

転
競

技
　

費
用

個
人

戦
＝

二

千

円

、
団
体

戦

一
チ

ー
ム

（
五
人
以

上

十
人

ま

で
）
＝

五
千

円

圉
1
2
月
2
5日
出

ま

で
に

、
所

定
の
申

込
用

紙
で
松

戸
市

ス

牛
－

連

盟

二
咼

橋

〔

昔
3
6
2
・
1
8
0
0

（
日

曜

、
祝

日

を

除
く

午
前
９

時
～

午

後
ワ

時

）
〕

へ［
］
雪
に

親

し

む

会

（
ス

キ

ー
）

２
月
1
0日
困
伊
勢
丹
松
戸
店
前
午

後
９

時
集
合
、
２
月
1
3日
日
午
後
９

時
帰
着
予
定
　
会
場
野
沢
温
泉
ス
牛

－

場
　
内
容
講
習
・
級
別
テ
ス
ト

定
員
先
着
四
十
人

費
用

四
万

三
千

円

（
講
習

代

、食

事

・

宿
泊
代

、
交
通

費

を
含

む
）

圃
電

話
で

松
戸
市

ス
牛
－

連

盟

・
高

橋
ａ

亨

‐
‐
８

０

０

行

曜

、
祝
日

を
除

く
午

前
９

時

宮
崎

昔
3
4
6
・
４
　

～
午
後
ワ
時
）
へ

［
］
初

心

者

水

泳

教

室

１

月
1
8日

～
２

月
1
5日

ま

で
の

毎

週
火

・
金
曜
日

午
後
２
時
～
４

時
〔
全

八

回

〕
　

会

場
和

名
ケ

谷

ス
ポ

ー
ツ

セ

ン

タ
ー
　

対
象

初
心

者
で
こ

の

教

室
に

初
め

て
参
加

す

る
成
人
　

定

員

三
十
人

（
抽
選
）
　

費

用
無

料

圉
1
2
月
巧
日

㈲

〔
必

着

〕
ま

で
に

、

往
復
ハ
ガ
キ
に
教
室
名
・
住
所
・
氏

名

（
フ
リ

ガ
ナ

）
　・
年

齢

・
電

話
番

号

・

泳

げ

る

距

離

・

返

信

用

あ

て

名

を

記

入

し

て

、

〒
2
7
1
1
0
0

（
１１｛
‥‥｝４

松

戸

市

上

本

郷

四

四

三

四
　

松

戸

運

動

公

園

内

ス

ポ

ー

ツ

課

（
四
3
6
3
・

9
2
4
1

）

へ

「
」
ふ

れ

あ

い

教

室

ペ

ン

習

字

１

月
1
2日

～
３

月
2
9日

の
毎

週
水

曜
日
午
後
６
時
3
0分
～
８

時
3
0分
〔
全

十

二
回

〕
　

会

場
勤

労
会

館
　

対
象

市
内

在

住

・
在

勤
の

勤
労

者
　

定
員

三
十

人
（
抽
選
）
　

費

用
無

料
（
テ

キ

ス
ト

代

実
費
）

圃
1
2
月
1
7
日
銜

〔
消
印
有

効
〕
ま

で

に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

年

齢

・
電
話
番

号

・
勤
務

先

・
教
室

名

（
ペ
ン

習
字

）

を
記
入

し
て

、

〒

2
7
1
－
8
5
8
8

松
戸

市
根

本
三

八
七

の

五
　

松
戸
市

役
所

商
工

観
光

課
労

政

係

（

容
3
6
6
・［
ｙ
３

２
［ｙ

］
へ

［

］
県

民

公

開

講

座

「

よ

り

良

き

歯

科

臨

床

を

求

め

て

」

２

月
６

日
日

午

前
９

時
3
0
分

～
午

後
ｏ

時
4
5
分
　

会

場
東
横

イ
ン

千

葉

ポ
ー
ト

ス
ク
エ

ア

（
千
葉

市
）
　

内

容

「

ス
ポ

ー
ツ

歯

学
か
ら

考
え

る
外

傷
予
防
と

運
動

パ

フ
ォ

ー
マ
ン

ス
」

「
噛

む
こ
と

、
食
べ

る
こ

と

生

き
る

’こ
と

」
　

対
象

県
内

在
住

の
人
　

定

員

先
着

二

百
五
十

人
　

費
用

無
料

圉
１

月
2
8
日

廊
ま
で

に

、
電
話

で
県

庁

保
健

予
防

課
a
0
4
3岫

・
2
6
7

1

ヘ

［
］
ち

び

っ
こ

レ

ス

リ
ン

グ
教

室

１
月
1
6日
～
２
月
1
3日
ま
で
の
毎

週
日
曜
日
午
前
1
0時
～
正
午

〔
全
五

回
〕
　
会
場
運
動
公
園
体
育
館
多
目

的
室
　
対
象
小
・
中
学
生
　
定
員
先

着

二
十
人
　
費
用
無
料

圃
1
2月
６
日
㈲
か
ら
、
電
話
ま
た
は

直
接
ス
ポ
ー
ツ
課
音
3
6
3
・
9
2
4
1

（
閉
庁
日
を
除
く
）
へ

［
］
グ
ラ

ウ
ン

ド
ゴ

ル

フ

教

室

1
2月
1
9日
日

午
前
９
時
～
正
午

会
場
南
部
小
学
校
校
庭
　
費
用
百
円

（
保
険
料
）

圉
当
日
会
場
で

熈
体
育
指
導
委
員
・
坂
井

音
3
6
1
・
0

8
5
7

「

」
危

険

物

取

扱

者

保

安

講

習
（
義

務

講

習

）

講
習
日

・
対

象
施

設
２

月
２
日

㈲

午

前
＝

給
油

取
扱
所

、
午

後
＝
そ

の

他
　

８
日

㈹

午
前
＝

そ
の

他

、
午
後

＝
コ

ン

ビ
ナ

ー
ト
　

会
場
千

葉
市

文

化
セ

ン

タ

ー
　

対
象

危
険

物
取

扱
者

免

状
所

持
者

の
う
ち

、
危

険
物

取
扱

作

業
に

従
事
し

て

い
る
人

で

、
免
状

の

交
付

を
受

け
た
日

ま
た

は
講

習
を

受

け
た

日
か

ら
三

年
を
経

過
し
よ

う

と

し
て

い

る
人

な
ど
　

費
用
四
千

七

百
円

（
県
収

入
証

紙
で
）

圉
1
2
月
６

日

㈹
～
1
0日

廊

の
間
に

、

受
講
申
請
書
（
消
防
局
・
各
消
防
署

で
配

布
∇

免

状

・
県
収
入

証
紙
（
市

役
所
内

銀
行

・
東

葛
飾
支

庁

・
警
察

署
で

販
売
）

を
持

っ
て

、
消
防

局
予

防

課
内
松
戸

市
危
険
物

安
全
協
会
（
登

3
6
3
1
1
1
4

）
へ

「
」
社

交

ダ

ン

ス

入

門

講

習

会

１

月
1
1日

～
３

月
2
8日

の

毎
週
火

曜
日

午
後
４

時
～
６

時
〔
全
十

二
回

〕

会
場

新
松

戸
市
民

セ
ン

タ
ー
　

内
容

浦
口

安
世

氏

・
玉

田
津
以

氏
に

よ
る

モ

ダ
ン

（
ブ
ル

ー
ス

・
ワ
ル
ツ

ー
タ

ン

ゴ

）
、
ラ

テ
ン
（
ジ
ル

パ

ー
ル
ン

バ

ー
チ

ャ
チ

ャ
チ

ヤ
）
の

講
習
　

費
用

無
料

（
テ

キ
ス
ト

代
二
千

円

）

圉
電

話
で
松

戸
市

社
交

ダ
ン

ス
協
会

・
岡

本

昔
災

・
6
9
9
0

へ

［
］
グ
ラ

ウ

ン

ド
ゴ

ル

フ
教

室

1
2月
1
9日
⑧
午
前
９
時
～
正
午

会
場
馬
橋
北
小
学
校
校
庭
　
持
ち
物

鉛
筆
　
費
用
百
円
（
保
険
料
）

圉
当
日
会
場
で

鵞
体
育
指
導
委
員
・
加
藤
a
3
4
3
・
９

［
］
ト

レ

ー
ニ

ン

グ

機

器
操

作

講

習

会1
2月
1
1日
出
午
後
６
時
～
８
時

会
場
青
少
年
会
館
樋
野
口
分
館
　
対

象
十
六
歳
以
上
（
三
十
歳
未
満
の
人

優
先
）
　
定
員
先
着
二
十
人
　

持
ち

物
運
動
着
・
上
履
き
　
費
用
無
料

圃
電
話
で
青
少
年
会
館
ａ

忽
∵
8
5

5
6
丶

［

］
健

康

生

活

セ

ミ

ナ

ー

「

健

康

と

食

生

活

を

学

ぶ

講

座

」

１

月
1
3

日

米

・
1
9

日

㈲

・
2
8
日

廊

午

前

‥日

時

～

午

後

Ｏ

時
3
0

分

、

午

後

１

時
3
0

分

～

３

時
　

会

場

県

女

性

セ

ン

タ

ー

（
柏

市

）
　

対

象

県

内

在

住

・

在

勤

の

人
　

定

員

六

十

人

（
抽

選

）

費

用

無

料

圃
1
2

月
2
5

日

出

〔
必

着

〕

ま

で

に

、

ハ
ガ
キ
ま
た
は
電
話
で
、
希
望
講
座

名

・

住

所

・

氏

名

・

電

話

番

号

を

記

入

し

て

、

〒
2
7
7－
0
8
8
2

柏

市

柏

の

葉

四

の

三

の

Ｉ
　

さ

わ

や

か

ち

ば

県

民

プ

ラ

ザ

内

千

葉

県

女

性

セ

ン

タ

ー

昔
０

４

７

１

・
4
0

・
ｎ
χ
リ
Ｑ
Ｕ
Ｏ
（
‥／
）
へ

［
］
ま
ち

づ
く

り
寺
子

屋
講

座
「
お

茶

の

あ

る

暮

ら
し

～

ク

リ

ス

マ

ス

の

ケ

ー
キ

教

室
」

1
2月
口
日
銜
午
前
1
0時
～
正
午

会
場
松
戸
ま
ち
づ
く
リ
交
流
室
テ
ン

ト
小
屋
（
東
葛
飾
支
庁
正
面
）
　
内

容
ブ
ッ
シ
ュ

ー
ド

ー
ノ
エ
ル
（
ケ
ー

キ
）
を
つ
く
る
　
費
用
二
千
円

（
材

料
費
、
資
料
代
）

圉
1
2月
1
3日
㈲
ま
で
に
、
電
話
ま
た

【
】
ア

ー

チ

ェ

リ

ー

教

室

１

月
1
6
日
～
３

月
５

日

ま
で
の

毎

週
日

曜
日

午

後
１

時
～

３

時

〔
全
八

回

〕
　

会

場

運
動
公

園
武

道
館

多
目

的

室
ほ
か
　

対

象
中

学
生
以

上
　

定

員
先
着

三
十

人
　

費
用
千

五
百
円
（
用

具
代

）

圉
1
2
月
（
ｈ
）日
㈲

か
ら

、
電

話
ま
た

は

直

接

ス
ポ
ー
ツ

課

登
3
6
3
・
9
2
4
1

（
閉
庁

日

を
除

く
）
へ

［
］
赤

十

字

救

急
法

講

習

会

①
救
急
員
養
成
講
習
＝
１
月
2
6日

収
～
2
8日
廊
午
前
８
時
3
0分
～
午
後

４
時
5
0分
〔
全
三
回
〕
　
内
容
救
急

法
概
論

ミ
心
肺
七
生
法
・
傷
・
骨
折

・
急
病
・
運
搬
・
救
護
ほ
か
（
2
8日

の
午
後
に
検
定
）
②
一
般
講
習
＝
２

月
1
9日
比
午
前
８

時
3
0分
～
午
後
４

時
3
0分
　
内
容
心
肺
そ
生
法
・
止
血

法
・
三
角
き
ん
の
使
い
方
ほ
か

会
場
①

②
成
田
赤
十
字
病
院
　
対

象
①

②
全
日
程
に
参
加
で
き
る
人

定
員
各
先
着
三
十
人
　

費
用
①
二
千

円
②
千
円

圃
ハ

ガ
牛
に
「
救
急
員
養
成
講
習
１

月
2
6日
～
2
8日
」
ま
た
は
「
一
般
講

習
２

月
1
9日
」
希
望
・
住
所
・
氏
名

・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
・
職
業
を

記
入
し
て
、
〒
2
8
6

－
8
5
2
3

成
田

市
飯
田
町
九
〇
の

Ｉ
　
成
田
赤
十
字

病
院
医
療
社
会
事
業
部
（
登
０
４
ワ

６

・
2
2・
2
3
1
1

内
線
5
0
2
）
へ

「
」
誰

で

も

で

き

る

点

字

通

信

講

座
内

容
点
字

を

ま
っ
た

く
知

ら

な
い

人
を

対
象
に

、
テ
キ

ス
ト
に

沿

っ
て

打
っ

た
も
の

を

添
削
　

期
間

一
年

費
用

一
万

二
千
八

百
円

※
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

圜
市
川

点
字

図

書
館
通

信
部

容
0
3
・

厂
ｎ

。
）
４

Ｑ

、
‥
）
（
‥
‥
Ｍ

）

・

（

１ １
ｎ

）

７

７

（

‥
／
）

~- ／

賞…入賞者に賞状と記念品。選にもれた応募者全員に参力［］賞を贈呈

※作品は未発表のものとし 、返却はしません。

圉1月31 日㈲〔必着〕までに、応募作品に学校名・学年・職業・住

所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号を記入して（ポスターの応

募で学校またはグループ単位で応募の場合は、応募一覧表を添付）、

〒260-8650 千葉市中央区長洲1 の9の1 千葉県水道局広報災害班

(n043 ―223 ―4500) へ

※入賞者は平成12 年6 月１日号の「県水だよリ」で発表します。

選挙制度110周年記念

明るい選挙習字作品を募集

危険物安全週間推進

の標語を募集

入選球上の作品は 、2月10 日㈲～1=5巳（火）

午前10 時～午後6 時（最終:日は午後3 時

まで）、アートスポットまつど（伊勢丹松

戸店新館9階）で展示します。

内容…危険物災害の防止と危険物の

貯蔵・取り扱いの安全を呼びかける

標語　　　　　　　　　　 、

※作品は末発表のものに限ります。

※発表は入選者のみで、入選作品は

主催者に帰属します。

圃捏月2ﾜ 日㈲〔必着〕までに、官製

ハガ牛1枚に標語1点（厳守）・郵便

番号・住所・氏名（ふりがな）・年

齢・性別・職業・電話番号を記入し

て､〒105 －0001 東京都港区虎ノ門

2の9の16 日本消防会館　 聯全国危

険物安全協会内危険物安全週間推進

協議会(a03 一359 ワー8393) へ

テーマ…明るい選挙および明るい社会を表現

する内容のもの

規格…画仙紙（縦83 ヲ、横

21.5yン・作品の左端に学校

名・学年・氏名を記入）

対象…市内在住の小・中・

高校生による自作のもの（1人1 点）

※応募作品はお返ししません。

圃1月14 日銜までに、市内通学者は吝学校を

とおして、市外通学者は直接、市選挙管理委

員会事務局(S366-ﾜ386) へ

テーマ…「水の大切さ・水の有効利用」を呼

びかけるもの

規格…①ポスター＝B3 半り(36rx52r) の

絵画で「テーマ」に関連した標語を入れたも

の（イラスト・版画は不可）

②標語（個人）＝ハガ牛1枚に1点

②標語（学校・グループ）＝応募一覧表で

対象…県内在住の人

ポスター・標語コンクー

ル作品を募集
水道週間

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

松
戸
ま
ち
づ
く
リ

交
流
室
テ
ン
ト
小

屋

一`
3
6
7
・
8
8
8

9

隰
6
7・
８
８
２

３

ワ
ヘ

チャンネ

ル



【

】
住

宅

リ

フ

ォ

ー

ム

相

談

と

市

民

講

座

1
2月
1
1
日
出

①
午

前
1
0
時
～
午

後

４

時
＝

住
宅
リ

フ

ォ
ー
ム

何
で

も
相

談

②
午

後
２

時
～

３

時
＝

市
民
講

座

「
リ
フ

ォ
ー
ム

の
ポ
イ
ン

ト
と
バ
リ
ア

フ
リ

ー
住
宅
」
　

会

場
常

盤
平
市

民

セ
ン

タ

ー
　

講
師

②
松
戸

住
宅
リ

フ

ォ
ー
ム

相
談

員
　

費
用

無
料

圉

当
日

会
場

で

鵞

松
戸

住
宅
リ

フ

ォ
ー
ム

相
談

員
協

議

会
（
住
宅

課
内
）
登
3
6
6
・
7
3
6
6

［
］
健
康

カ
ラ

オ
ケ

コ

ン

テ

ス

ト

1
2月
2
3日
蝎
午
後
ら
時
～
９
時

会
場
市
民
劇
場
　
内
容
カ
ラ
オ
ケ
発

表
と
審
査
　
費
用
入
場
無
料
・
出
場

二
千
円

※
先
着
百
人
に
紅
白
饅
頭
進
呈

類
健

康
カ
ラ
オ
ケ
普
及
会
・
冨

水
音

13
4
.
3冖ｎ
）Ｑ戸
」３

IＳｸｶﾝﾀ ・Ｘ催し物

詣111話でパ＝クセンター

登345-8900 ヘー(先着順)

［
］
松

戸
市

在

住

千

葉

県

美

術

展

入

選

者

展

1
2月
1
2日
日
～
2
6日
日

午
前
1
0時

～
午
後
６
時
（
最
終
日
は
午
後
４
時

ま
で
）
　
会
場
ア
ー
ト
ス
ポ
ッ
ト
ま

つ
ど

（
伊
勢
丹
松
戸
店
新
館
九
階
）

費
用
無
料

嬲
衽
会
教
育
課
市
民
文
化
係
昔
3
6
6
・

7
4
6
2

［
］
借

地

借

家

の
無

料

相

談

1
2
月
1
1
日
出
午
後
１
時
～
４
時

会
場
勤
労
会
館

※
契
約
書
等
が
あ
れ
ば
ご
持
参
を

鵞
松
戸
借
地
借
家
人
組
合

・
外
谷

昔

53
4
.
3
5
4
8

「
」
ク

リ

ス

マ

ス

ダ

ン

ス

パ

ー

テ

ィ

ー

の

集

い

1
2
月
1
1
日
出
午
後
６
時
3
0
分
～
８

時
3
0
分

会

場

森
の

ホ
ー
ル
2
1
　
費

用
千

円

筥
松

戸
社
交

ダ
ン

ス
サ

ー
ク
ル

・
天

野

昔
3
4
8・
0
8
9
8

行事名j 日 時 講 師 定員 費 用

みどりの講習会「実践花づ＜

り講座～腐葉土のつくリ方」

12/18R

午後1B#30 分～3時30 分

県立流山高校教諭

野口宣二氏
45人 無 料

園芸教室「ガーデニングレッ

スン～冬の寄せ植え」

12/19 斜

午後1時30分～3時

みどりの相談員

丸尾三恵子氏
40人 無 料

みどりの講習会「クリスマス

フラワーアレンジメント」

12/23  W

午後IE持30分～3時30 分

フラワーデザイナー

青島理恵子氏　　　｀
30人
材料費

2,500 円

森のクラフト教室「綿を紡い

で花瓶敷を作ろう」〔全3回〕

1/13  (ft午後10330 分～3時30 分

20(村午前10時～午後3時

21 緲午前10時～午後3時

染色家・小林優子氏 20人
材料費

500 円

園芸教室「プリムラ（西洋サ

クラ草）の育て方』

1/15R

午後1時30分～3時

みどりの相談員

渡辺重吉郎氏
40人 無 料

羆県立現代産業科学館昔3ﾜ9 －2005現代産業科学館催し物

［
］
ク
リ

ス

マ
ス

ー
フ

ァ
ミ

リ

ー

コ

ン

サ

ー
ト

1
2月
2
5日
倒
午
後
２
時
～
４

時

会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
　内
容
河
野
正

幸
氏
の
指
揮
に
よ
る
合
唱
団
五
団
体

の
演
奏
会
　
費
用
千
五
百
円

羆
コ

ー
ル

ー
メ
イ
・
小
山
登
3
4
5
・
1

8
5
9

（
夜
間
の
み
）

［
］
ち

ょ

っ
と

早

い
ク

リ

ス

マ
ス

会
1
2月
1
5日
團
午
後
２
時
3
0分
～
３

時
3
0分

会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
　内

容
親
子
で
ゲ
ー
ム
を
し
た
リ
ク
リ
ス

マ
ス
の
お
話
を
聞
い
た
り
す
る
　
費

用
親
子
で
八
百
円

圃
電
話
で
松
戸
子
ど
も
劇
場
・
荒
井

昔
3
8
6
・
9
1
5
4

（
昼
間
の
み
）
へ

［
］
戦

争

を

許

さ
な

い
女

性

の

つ

ど

い1
2月
1
5日
㈲
午
後
５
時
～
ワ
時

会
場
松
戸
ボ
ッ
ク
ス
ヒ
ル
ク
リ
ス
タ

ル
ホ
ー
ル
　

費
用
二
千
円
（
飲
み
物

内 容 日 時 会 場 対象/定員 費 用

キッドシネマ

(科学に関した映画を上映)

1/5& 卜10 竕

午後IE持～3 時
ガイダンスホール

当日受付

先着120人
無 料

科学館たんけん隊

(館内オリエンテーリング)

1/8CD 午前10時30 分

～11 時15 分
常設展示室

当日受付

先着20人
無 料

サンデーエ作教室

はばたきカモメを作ろう

1/16(日許 後1時30 分

～2 時30分
エントランス

小学生／当日受

付先着20人

保険料・材

料費実費

身近なサイエンス教室

光ケーブル

1/22R

午前10 時30分～正午
体験学習室

小学4年生以上

要予約20人

保険料

200 円

船橋地方出張所管内中学校

技術・家庭科作品展

1/19  (7k)～23(日)

午前10 時～午後4時
ガイダンスホール

付
き
）

熈
戦
争
を
許
さ
な
い
ま
つ
ど
女
性
の

会
・
浅
利

登
3
8
8
・
8
6
3
6

「
」
松

戸

ブ
ラ

ス

オ

ル
ケ

ス

タ

ー

定

期

演

奏
会

1
2月
2
3日
竕
午
後
１
時
3
0分
～
３

時
3
0分

会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
　内

容
レ
ス
ピ
ー
ギ

ー
シ
バ
の
女
王
ペ
ル

キ
ス
全
曲
ほ
か
ポ
ッ
プ
ス
ス
テ
ー
ジ

あ
リ
　

費
用
無
料

圃
松
戸
ブ
ラ
ス
オ
ル
ケ
ス
タ
ー
・
本

山
ａ

剔
・
2
1
6
9

「
」
松

戸

こ

ど

も

か
る

た

大

会

１
月
９
日
日
午
前
1
0時
3
0分
～
午

後
３
時
3
0分
　
会
場
常
盤
平
市
民
セ

ン
タ
ー
　
内
容
松
戸
の
か
る
た
を
使

用
し
て
の
か
る
た
大
会
　
費
用
三
百

円

谷

加
賞
・
保
険
料
を
含
む
）

圉
1
2月
2
4日
廊
ま
で
に
、
電
話
で
松

戸
カ
ル
タ
協
会
・
村
山
ａ

亨

９
４

４
ワ
ヘ

「
」
労

災

職

業

病

な

ん
で

も

相

談

会
1
2月
1
8日
出
午
後
１
時
～
４
時

会
場
船
橋
市
中
央
公
民
館
　
対
応
者

弁
護
士

・
社
会
保
険
労
務
士
・
ソ

ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
ぽ
か
　
費
用
無
料

熈
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
ａ
0
4
3
2
2
5

［

］
朗

読

を

き

く

か

い

1
2月
８

日
出

午

前
ｍ

時
大

目
時
3
0

分

会

場
ふ

れ
あ

い
2
2
（
健

康
福
祉

会
館
）
　

内

容
松

戸
朗

読
奉

仕
会
会

員
に
よ

る
朗

読
「
つ
め

た
い
よ

る
に

」

（
江
國

香
織
著

）
か
ら
　

対

象
障

害
者

手
帳

を
持

っ
て
い

る
人

お
よ
び

そ

れ

に

準

ず
る
人

（
付

き
添

い
の

人
と

一

緒
の

参
加

も
可
）
　

費
用
無

料

圉

電
話
ま
た

は

フ
ァ

ッ
ク
ス

で
、
住

所

・
氏
名

・
年

齢

・
障
害
等

級

・
連

絡
先

を
記
入

し

て

、
健
康

福
祉
会

館

障

害
者
福

祉
セ
ン

タ

ー

（
a
3
8
3
7

1
1
1

廈
3
8
3・
ワ
８

１
０

）
へ

［
］
小

・

中

・

高
校

生

の

た

め
の

国

際

交

流

事

業

「
春

休

み

海

外

派

遣

事

業

」

中
・
高
校
生
対
象

派
遣
先
ア
メ
リ
カ

ー
イ
ギ
リ
ス
・

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド

ー
カ
ナ
ダ
　
期
間
３
月
2
1日
～

４
月
３
日

〔
十
四
日
間
、
カ
ナ
ダ
の

み
３
月
2
5日
～
４

月
５
日
〕
　
内
容

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
学
校
体
験
・
英
会

話
研
修
・
地
域
見
学
・
文
化
交
流
会

な
ど
　
募
集
人
数
百
二
十
六
人

（
書

類
選
考
あ
リ
）
　
費
用
三
十
二
万
五

千
円
～
三
十
六
万
五
千
円
　
募
集
期

［
］
リ

サ

イ

ク

ル

フ

リ

ー

マ

ー

ケ

1
2月
1
2日
日

〔
雨
天

の
場

合
1
8日

出

〕

午
前
1
0
時
～

午

後
２

時
3
0
分

会
場

ア
ル
ト

ピ
ア

駐
車

場
（
牧
の

原
）

熈
Ｋ
－

Ｄ
ｓ

マ
マ

・
佐

藤

音
3
8
9
・
1

4
3
6

［
］
フ

リ

ー

マ

ー
ケ

ッ

ト

1
2月
1
2日
日

午
前
1
0時
～
午
後
３

時
　
会
場
常
盤
平
駅
前
ボ
ウ
リ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
前
駐
車
場

圜
常
盤
平
駅
前
通
り
商
店
会
・
石
川

昔
3
8
7
・
5
2
3
5

限
２
月
１
日
㈹

小
・
中
学
生
対
象

派
遣
先
サ
イ
パ
ン
　
期
間
３
月
2
6

日
～
3
1日
〔
六
日
問
〕
　
内
容
英
語

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
海
で
の
活
動

・
釣

り

Ｉ
学
校
訪
問
な
ど
（
宿
泊
は
コ
テ

ー
ジ
）
　
募
集
人
数
百
五
十
人

（
先

着
順
）
　

費
用
十
四
万
千
円
（
十
一

歳
以
下
十
三
万
八
千
円
）
　
募
集
期

限
２

月
1
8日
廊

殘
聯
国
際
青
少
年

研
修
協
会

昔
0
3・

３
３
５
９

・
8
4

2
1

松戸では8 時=にな つたら

おはなしタイム

お はなしキャラバン

定期公演　－12 月－

期日 会 場 時 間 プログラム

12/8 ㈲ 図書館本館
午後3時30 分～

4時

絵本「コーちゃんのポ

ケット」ほか

9㈲ 新松戸市民センター 午後3時～4 時 アニメーション・人形劇

!O 鵆 常盤平市民センター 午後3時～4 時 アニメーション・人形劇

15 ㈲ 図書館小金分館
午後3時～3 時

30 分

紙芝居「マッチうりの

しょうじょ」ほか

16困 小金原市民センター 午後3時～4時 アニメーション・人形劇

17 ㈲ 六実市民センター 午後3時～4時 アニメーション・人形劇

22團 矢切公民館
午後3時30 分～

4時

紙芝居「マッチうりの

しようじよ」ほか

対象3～9歳くらい　費用無料

※アニメーション「はろるど　まほうのくにへ」

人形劇「マルーシカと12 の月たち」

※図書館利用カードをお持ちになれば、本が借りられます。

※電話でおはなしが聞ける「でんわおはなしキャラバン」

昔3ﾜﾜｰ0000 もご利用＜ださい。

圜市立図書館R365 ―引15

「

」
こ
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～
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る
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厳
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）
　

対
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こ

ろ
の

病
」
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料

※
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（
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ろ
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雲
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8
3
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5
5
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1

）

※
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月
第
三
土

曜
日

に

、
相
談

を
受

け
付

け
ま
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。

鵞
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害
者
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族
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武

井

容
3
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2・
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お酒の飲み方にご注意を放送大学学生を募集

お酒を飲む機会が多い時期です。｢お酒は百薬の長｣ とも言わ

れていよすが､ 飲み過ぎるといろいろな害があります。体にやさ

しいお酒の飲み方を紹介します。

Ｏ)自分の適量を守る。

(2)自分のペースでゆつ＜リと飲む。人に酒の無理強いをしない。

㈲空腹は避け、脂肪の少ない肉・魚・野菜を食べながら飲む。

(4)強いアルコールは薄める。

㈲飲みながらのタバコは避ける。

㈲薬と一緒には飲まない。

(ﾌ)週二日は酒なしの｢ 休肝日｣ にする。

酒の悩みご と相談 ・酒害家族 教室

12月９日困午後1時30 分～2 時30 分　会場松戸保健所　内容①

アルコールの飲み方に心配のある人やその家族を対象に、専門医

師・精神保健福祉相談員・保健婦による相談②アルコール依存症

者をかかえる家族同士の勉強と話し合い　費用無料

圉電話で松戸保健所精神保健福祉班B361-2121 へ

テレビ・ラジオを利用して授業

を行う正規の通信制4年制大学で、

所定の単位を修得すれば｢ 学士(教

養)｣ の学位が取得できます。

募集①全科履修生( 卒業を目指

す学生) ②選科履修生(1 年間在学

する学生) ③科目履修生〔1学期問

(6ヵ月) 在学する学生〕　出願期

間12 月15 日伽～2 月15 日㈹　対象

①18 歳以上②③15 歳以上

※詳細はお問い合わせを( 資料請

求フリーダイヤル030120-864

－600)

牋放送大学東京第三学習センター

a03 ―3605-2661
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多
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で

、

一
人
入

場
で

き
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入
場
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送
付

し
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。

４ ヅ･ ‥
回･

卜ｒ`～ ｀

司会の児玉清氏・小山裕香氏

広報まつど 1999年(平成11年)12月5日

21 世紀の森と広場



第10回 シティー・

日時…12 月15 日冰）
ミニコンサート

午後0時15巧分～O時45分

会場…市役所1 階連絡通路

内容…稲見里恵さん（歌）、岸本

伸子さん（ピアノ）による「ク

リスマス・ソング」ほかを演奏

費用…無料

※生の演奏をお子さんとご一緒

に気軽にお楽し みください。

圃］社会教育課Q366 ―ﾜ462

プラネタリウム

特別投影

広報まつど 1999年(平成11年)12月5日

昼休みのいこいのひととき

(第9回コンサートから)

もうすぐクリスマス。このころは一年中で最も星空の美しい

季節です。そこでプラネタリウム室では、クリスマスの音楽を

聴きながら星空をお楽しみ頂く投影を企画しました。

クリスマス・イヴこ、素敵なひととき

をお過ごしください。

日時‥･12月24 日窗

午後3 時30 分～4 時20 分

会場…市民会館プラネタリウム室

定員…当日先着80 人

費用…小人3O 円･･ 大人51 円

※投影開始30 分前から券を発売します。

12 月 の 『星 空観望 会』

日時…12月25 曰く洳①午後6時～6時50分＝今夜の星空解説②午

後ﾜ時～8時30 分＝天体望遠鏡で木星､土星などを観望（雨天・

曇天時はプラネタリウム室内で星空解説等）

会場…①プラネタリウム室内②屋上

定員…先着80 人（要予約）

費用…無料

圜市民会館プラネタリウム室

き368 － 捏3ﾜ
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華
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。
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光
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。
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世
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、
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。
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戸
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）

ホームヘルパー

り程課

卜

級Ｇ修研成養

期日 …2 月ワ日向）・９日米 ・10 日米 ・ 鍋 日（月卜16

日 水 ・18 日銜 ・22 日（火）・2 ∠L日 床）・25 日 銜 ・28 日

（月）・29 日火 、3 月21 日（火）〔日程変更の場合あリ〕

時間 …内容によ り異な ります。

会場 …総合 福祉会 館内 （予定）ほか

内容 …講義 （サービス提供の基本 視点 、ホームヘ

ルプ サービ ス概論 、老人 福祉の 制度と サービ ス 、

家事援助 の方 法ほか） ・実技 （共 感的 理解と基本

的態度 の形 成 、食事の介護 、体位 ・姿勢交換の介

護 、車い すへの移乗 、身 体の清潔ほか＞ 実習（デ

イ サービ スセン ターの見学実習 、ホームヘルプ サ

ービ ス同行訪 問実習）

対象 …ホ ームヘルパーの仕事に 従事を希望する全

日程受講可能な 市内在住の人

定員 …50 人 （抽選）

費用 …11,000 円 （テキ スト代 ほか）

圉12 月20 日 ㈲ 〔必着〕までに､ 往 復 ハガ 半に住所

・氏名 （フ リガナ） ・生年 月日 （年 齢） ・電話番

号 ・受講目的 を記入し て､ 〒2ﾜ1-0094 松 戸 市上

矢切299 の1　 拊 松戸市 福祉公 社事業 係(Q368

－29 ∠凵 ）へ

世界ﾎﾜｲﾄｳｫｰﾀｰ・ロデオ選手権大会に出場

植田真理さん

門松カードを配布します

12月６日㈲から門松カード（1世帯1枚）を配

布します。

配布場所…各支所･･市役所正面受付・市民課・

地域振興課

※町会 一白治会単位でまとめて希望される場合

は、各支所または地域振興課へ

巍広報課O366-7320

文化会館（森のホール21）･市民会館･ 市民劇場の

休 館 日 を 変 更 し ま す
◆テレホン案内サービス　 ．　　　 ｜

〔当日の医療機関( 待機病院 、休日在宅|

当直医､ 夜 間急病診療所､ 休日土曜日夜｜

間歯科診療所等) を案内しています〕　！

S366-0010 1

平日 午後4 時30 分～ 翌日午前9 時　｜

休日と土曜 午前9 時～翌日午前９時
｜

◆夜間急病診療所　　S368-3756 1

衛 生会館内　 毎日午後8 時～11 時　｜

◆休日土曜日夜間歯科診療所　　　　 ｜

S365-3430 1

衛生 会館内　 午後８時～11 時　　　 ｜
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２

救急医療体制
健康保険証をお忘れな《

平成12 年1月から文化会館・市民会館・市民劇場は、月曜

日が祝日と重なった場合は開館し、翌日を休館日とします。

・参考「成人の日」の平成12 年1月10 日蝎は開館し 、
翌1月１１日（火）は休館となります。

文化会館 容３８４－５０５０

市民会館Q368-1237

市民劇場 登３６８－００７０
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